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国語 第 回1

国
語

指健

保 支 講

公

講
堂

公
園

絶
つ

立
つ

支
店

指
示

記
述

技
術

保
険

健
康

術

述康

険

絶立

2
⑵�

　「
絶た

つ
」
は
、「
な
く
す
。
終
わ
ら
せ
る
。」
こ
と
だ
ね
。

　「
立
つ
」
は
、「
た
て
に
ま
っ
す
ぐ
に
な
る
。」
こ
と
だ
よ
。

同
じ
読
み
で
も
意
味
が
ち
が
う
か
ら
注
意
し
て
覚
え
よ
う
。

1
⑴�

　「
講こ

う

堂ど
う

」
と
は
、「
学
校
な
ど
で
、
大お

お

勢ぜ
い

の
人
を
集
め
て
式

や
集
会
を
す
る
大
き
な
部へ

屋や

や
建
物
。」
だ
よ
。

1
⑶�

　「
記き

述じ
ゅ
つ

」
と
は
、「
物
事
を
文
章
に
書
き
記
す
こ
と
。」
だ
よ
。
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2

�

⑵�

　「
言
う
」
の
特
別
な
言
葉
を
使
っ
た
言
い
方
の
尊そ

ん

敬け
い

語ご

は
、

「
お
っ
し
ゃ
る
」
だ
よ
。
け
ん
じ
ょ
う
語
の
「
申
す
」「
申
し

あ
げ
る
」
と
ま
ち
が
え
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

食
べ
る

言
う

来
る

お
っ
し
ゃ
る

ご
入
学

お
使
い
に
な
る

1

�

　
尊そ

ん

敬け
い

語ご

は
、
相
手
や
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
を
う
や
ま
う
気

持
ち
を
表
す
と
き
に
使
う
の
だ
ね
。
ふ
だ
ん
、
使つ

か

い
慣な

れ
て
い

な
い
言
葉
も
あ
る
の
で
、
し
っ
か
り
覚
え
よ
う
。
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1
⑵�

　「
た
ず
ね
る
（
こ
こ
で
は
「
質し

つ

問も
ん

す
る
」
の
意
味
）」
の
特

別
な
言
葉
を
使
っ
た
言
い
方
の
け
ん
じ
ょ
う
語
は
、「
う
か
が

う
」
だ
よ
。「
う
か
が
う
」
に
は
、
他
に
「
行
く
・
聞
く
」
の

意
味
も
あ
る
の
で
注
意
し
よ
う
。

　
　
　
(例)
山や

ま

田だ

さ
ん
の
ご
自じ

宅た
く

へ
う
か
が
う
。（
行
く
）

　
　
　
(例)
先
生
の
お
話
を
う
か
が
う
。（
聞
く
）

2
⑴�

　
自
分
や
身
内
に
関か

か

わ
る
こ
と
を
低
め
て
言
う
こ
と
で
、
相

手
に
敬け

い

意い

を
表
す
と
き
は
、
け
ん
じ
ょ
う
語
を
使
う
ね
。「
い

ま
す
」
は
、「
お
り
ま
す
」
に
な
る
よ
。「
お
ら
れ
ま
す
」「
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
は
尊そ

ん

敬け
い

語ご

だ
か
ら
、
こ
の
場
合
は
使
わ

な
い
よ
。

う
か
が
う

（例）
い
た
だ
く

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
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1

�

　
読
み
が
同
じ
で
似に

た
形
の
漢
字
は
、
漢
字
の
意
味
と
そ
れ
を

使
っ
た
熟じ

ゅ
く

語ご

の
意
味
を
考
え
て
、
使
い
分
け
よ
う
。

⑶�

　
複ふ

く

雑ざ
つ

…
意
味�

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
か
ら
み
合
っ
て
い
て
、

簡か
ん

単た
ん

で
は
な
い
こ
と
。
→
「
重
な
る
。」
の
意

味
を
も
つ
「
複
」。

往お
う

復ふ
く

…
意
味�

行
き
と
帰
り
。
→
「
も
ど
る
。」
の
意
味
を
も

つ
「
復
」。

2
⑴�

　
知ち

識し
き

…
意
味�

物
事
に
つ
い
て
、い
ろ
い
ろ
と
知
っ
て
分
か
っ

て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
内な

い

容よ
う

。
→
「
考

え
。」
の
意
味
を
も
つ
「
識
」。

組そ

織し
き

…
意
味�

物
や
人
が
集
ま
り
、あ
る
決
ま
り
に
し
た
が
っ

て
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ

と
。
ま
た
、
そ
の
仕
組
み
。
→
「
組
み
立
て

る
。」
の
意
味
を
も
つ
「
織
」。

預

予

積

績

預
金

予
想

測
定

側
面

複
雑

往
復

実
績

面
積

知
識

組
織

複
知側

組

測

復
識面

織

定
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×

×

×

×

1

�

・
2
　
川
の
水
が
裕ゆ

う

司じ

の
こ
し
の
と
こ
ろ
ま
で
き
た
と
き
の

ゆ
か
り
の
様
子
や
行
動
は
、

の
部
分
に
注
目
し
よ
う
。
こ

こ
か
ら
、
ゆ
か
り
の
気
持
ち
を
読
み
取
ろ
う
。

ゆ
か
り
の
様
子
・
行
動
　
　
　
気
持
ち

・
こ
わ
く
て
ふ
る
え
て
い
た
。
　
裕
司
が
お
ぼ
れ
る
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
→
い
か
と
心
配
だ
。

・
が
ん
ば
っ
て
、が
ん
ば
っ
て
、
　�

裕
司
が
無
事
に
中な

か

洲す

に
た
ど

り
着
い
て
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ

を
助
け
だ
し
て
ほ
し
い
。

と
口
の
中
で
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。

3

�

　

の
部
分
の
ゆ
か
り
の
心
の
中
の
言
葉
や
様
子
・
行
動
に

注
目
し
て
、
ゆ
か
り
の
気
持
ち
を
と
ら
え
よ
う
。
裕ゆ

う

司じ

が
無
事

だ
っ
た
こ
と
と
、
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
を
助
け
だ
す
こ
と
が
で
き
た

こ
と
に
ほ
っ
と
し
て
、
力
が
ぬ
け
て
し
ま
っ
た
ん
だ
ね
。

つ
ぶ
や
い
て
い
た

ふ
る
え
て
い
た
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4

�

　

の
キ
ー
ゴ
ン
の
言
葉
や
行
動
、「

」
の
「
わ
た
し
」

が
思
っ
た
こ
と
に
注
目
し
、
キ
ー
ゴ
ン
が
ど
の
よ
う
な
男
の
子

か
を
と
ら
え
よ
う
。

「
わ
た
し
」
に
ほ
う
き
を
つ 

き
だ
し
て
、

「
し
ま
っ
て
こ
い
よ
、
デ
ブ
」

と
言
っ
た
。

・「
わ
た
し
」
が
ひ
っ
く
り
返
し
た
飼し

育い
く

ケ
ー

ス
の
土
を
拾
い
集
め
た
。

・「
そ
っ
と
や
れ
よ
。
た
ま
ご
が
つ
ぶ
れ
た
ら

大
変
だ
か
ら
な
」

・「
わ
た
し
」
が
「
チ
ビ
」
と
言
っ
た
の
に
、

「
そ
う
や
っ
て
言
い
返
せ
ば
い
い
」と
言
っ
て

お
こ
ら
な
か
っ
た
。

・「
わ
た
し｣
を
ひ
と
こ
と
も
責せ

め
な
か
っ
た
。

1

�

・
2
　
①
　
　
と
②
　
　
の
そ
れ
ぞ
れ
後あ

と

の
、

の
「
わ

た
し
」
の
気
持
ち
が
書
か
れ
た
部
分
と
、
そ
の
後あ

と

の

で
つ

な
が
れ
た

の
キ
ー
ゴ
ン
の
行
動
に
注
目
し
て
、「
わ
た
し
」

が
思
っ
た
こ
と
と
、キ
ー
ゴ
ン
の
行
動
を
と
ら
え
よ
う
。

×

×

責
め
な
か
っ
た

た
た
か
れ
る

拾
い
集
め
て

人
に
対
す
る

思
い
や
り
や
、

生
き
物
を
大

切
に
す
る
や

さ
し
さ
が
あ

る
。

「
た
た
か
れ
る
！
」

別べ
っ

解か
い

「
集
め
て
」

別べ
っ

解か
い

ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
で
、
人
の

い
や
が
る
こ
と
を
言
う
と

き
も
あ
る
。
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算数 第 回3

算
数

0.6

400÷500＝0.8
6000×0.8＝4800

900÷0.3＝3000
30％

↑
0.3

40％

↑

0.4
60×0.4＝24

4800人

3000円

24人

÷

×

÷

100％10％
1割

12

20

コンサートへ向かう人は60人の40％
パーセント

40％→0.4

60×0.4＝24（人）

「持っていたお金の30％」なので，

もとにする量は持っていたお金だね。

30％→0.3

900÷0.3＝3000（円）

持っていたお金を□円として
□×0.3＝900と考えて
□＝900÷0.3
　＝3000としてもいいよ。

別
べっ

解
かい

0

1

（人）

0 割合
わりあい

0.4

60

60×0.4 もとにする量

0

1

（円）

0 割合0.3

900

□×0.3 もとにする量

500人をもとにしたときの「とても

楽しかった」と答えた人の割合と，

6000人をもとにしたときの「とて

も楽しかった」と答える人の割合が

同じと考えて求めるよ。

500人をもとにしたときの400人の

割合は，

400÷500＝0.8

6000人をもとにしたときも「とて

も楽しかった」と答える人の割合が

0.8なので，「とても楽しかった」と

答える人の数は

6000×0.8＝4800（人）



CM  3057825_新小6 5年生おさらいドリル_ 

1

校 _北谷<P41>　

41

算数 第 回3

算
数

点ア，点キ

8×3.14＝25.12
25.12E

62.8E
10×3.14×2＝62.8

2E

直径 3.14

4E

円柱

四角柱 三角柱

辺キカ

色をつけた部分のまわりの長さを合

わせると，直径10Eの円の円周の
長さの2個

こ

分
ぶん

になるよ。

左の図のように

組み立てると，

点ケには，点ア
と点キが集まる
ね。

重なる辺を答え

るときは，重な

る点の順に答え

るよ。

辺 ア イ

辺 キ カ
⑶�　底

てい

面
めん

は面ケコクと面エウオだね。
底面に垂

すい

直
ちょく

な直線の長さが高さだ

から高さは4Eだね。

10E 10E10E

10E

10E

10E
+

イ

エ

ウ

コ ク

オ

ア キ

カ

ケ

エ

ウ

コ ク

オイ
カ

ア キ

ケ
⑴

⑵

まず，直径を□Eとして，円
えん

周
しゅう

の長さ
が12.56Eであることを式に表すと，
□×3.14＝12.56

□にあてはまる数を求めると，
　　　□＝12.56÷3.14＝4
半径は，4÷2＝2（E）

直径 円周円
えん

周
しゅう

率
りつ

求める長さは半径だよ！

     直径を□Eとすると
     □×3.14＝12.56
□＝12.56÷3.14，□＝4
           4÷2＝2
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算数 第 回3

34

算数 第 回3 ページの答え65・64

算
数

共

頂点キ

180

180°－150°＝30°
180°－（60°＋30°）＝90°

360°－（150°＋50°＋80°）
＝80°

90°

80°

60°

360

辺クケ

4E 80°

三角形イオカに注目して，
の角度は，180°－（15°＋90°）＝75°

と の角度は等しいから，

の角度は，180°－75°×2＝30°

色のついた三角形に注目して，

の角度は，180°－（30°＋90°）＝60°
別
べっ

解
かい

の角度が75°とわかると，

＋90°＝ ＋ より，
75°×2

の角度は，75°×2－90°＝60°だね。

四角形カキクケの向きを変えて，四
角形アイウエに重ねると，ぴったり
重ね合わせることができるよ。

対
たい

応
おう

する辺を

答えるときは，

ふつう対応す

る頂
ちょう

点
てん

の順に

答えるよ。
カ

ウ

キ
エ

ア

ク

イ
ケ

15°

15°

ア

イ

オ

カ

ウ

エ 三角形イオカは
折り曲げる前は
三角形イウカに
あったので三角
形イオカと三角
形イウカは合

ごう

同
どう

。

150°－60°＝90°別
べっ

解
かい

辺アイ

辺クケ

別
べっ

解
かい 180°－（15°＋90°）＝75°
75°×2－90°＝60°

180°－（15°＋90°）＝75°
180°－75°×2＝30°
180°－（30°＋90°）＝60°

第3回　１  答え

65C203-Mz034.indd   34 2016/12/27   13:59
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底辺
底辺 高さ

高さ
対角線

2
2
2

高さ

6J

2×3＝6

15J

40J

100I
6×7÷2＝21

（4＋6）×3÷2

＝15

8×10÷2＝40

10×（12－2）

＝100

21J
10×12＝120
2×10＝20
120－20＝100

別
べっ

解
かい

⑴�	 ⑵

⑶�	 ⑷

に注目して底
てい

辺
へん

と高さを
見つけ，それぞれの面積の
公式にあてはめよう。

2E

5E 3E

高さ
底辺

6E

7E

8E

高さ

底辺

4E

3E

6E
下
か

底
てい

高さ

上
じょう

底
てい

10E

8E

対
たい

角
かく

線
せん

対角線

道の面積を変えないで形を変えて，

かた側に寄
よ

せると，色のついた部分の

面積は，たてが10m，横が（12－2）m
の正方形の面積と等しくなるよ。

別
べっ

解
かい

花だんの面積から道の面積をひくと

求められるね。

花だんの面積は，10×12＝120（I）
道の面積は，2×10＝20（I）

色のついた部分の面積は，

120－20＝100（I）

（12－2）M

10M

底辺 高さ
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算数 第 回2

算
数

5

4

1

2

4 3

10

＜ ＞

＞

りんごジュースの量は，

　2 45 ＋1
7
10�＝2

8
10+1

7
10

＝31510

＝4 510
1

2

＝4 12（L）

通
つう

分
ぶん

して比
くら

べよう。

⑴�　分母の16と8の最
さい

小
しょう

公
こう

倍
ばい

数
すう

16を

共通な分母にして通分すると，

3
8 ＝

6
16 より

5
16 ，

6
16

5
16 ＜

6
16 だから，

5
16 ＜

3
8

⑵�　 7
4 ，
11
7 を通分すると 49

28 ，
44
28

⑶�　 1 310 ，1
4
15 を通分すると 1

9
30 ，1

8
30

8
7

3
10

1
14

＝1214−
5
14

＝ 7
14

1

2

＝ 12

＝ 5×812

2

3

＝ 103

＝ 3
5×9

1

3

＝ 1
15

＝1115＋
6
10

3

5

＝ 1115＋
9
15＝

20
15

4

3

＝ 43

＝3 224−1
9
24

＝22624−1
9
24

＝11724

2 45 ＋1
7
10＝4

1
2

＝1 36 ＋2
5
6

＝3 86 ＝4
2
6

1

3

＝4 13

13
3

1 13

4 12 L

9
2 L

3 13

41
24

1 17

×2

×2

通分では分母と分子に同じ
数をかけることに注意！

⑷�　 11
15 ＝11÷15＝0.733…で，

11
15 は正

せい

確
かく

な小数で表せないから，

0.6を分数に直して計算するよ。
分数の計算では，答えを求
めたら，もうこれ以上約

やく

分
ぶん

できないかを確
たし

かめよう。

オレンジ
ジュース
りんご
ジュース

4
5
2 L

7
10
1 L
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算数 第 回2 ページの答え71・70

算
数

共

0.6

9

3 5

0.75

7
10

53
100

÷ ×

（8＋3＋7＋0＋10）÷5＝5.6

600÷12＝50
520÷10＝52

（24＋25＋23＋27＋26）÷5＝25
25×12＝300

5.6ページ

12本で600円のえん筆

300個

1か月に産むたまごの数の平均がわ

かれば，12か月間（1年間）に産む

たまごの数は求められるね。

（24＋25＋23＋27＋26）÷5＝25（個
こ

）

産むたまごの数を毎月25個と考える

と，1年間に産むたまごの数は，

　　25　×　12　＝　300（個）

1か月に平
へい

均
きん

何
なん

個
こ

のたまごを産
う

むか

求めるとき，きりのいい20個より多

い部分の平均を求めて20個にたす。

20個より多い部分の平均は

（4＋5＋3＋7＋6）÷5＝5

1か月の平均は

20＋5＝25（個）

5か月間のたまごの数の合計 月数 1か月
の平均

1か月の平均 1年の月数 1年間ににわとりが産
むたまごの数の合計

第2回　１  答え

65C203-Mz037.indd   37 2016/10/27   10:53
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算
数

CM  3057825_新小6 5年生おさらいドリル_ 

1

校 _北谷<P45>　



CM  3057825_新小6 5年生おさらいドリル_ 

1

校 _北谷<P46>　

46

算数 第 回1

算
数

3×3×3＝27

80E＝0.8M
2×5×0.8＝8

27O

8N

横 高さ

1辺1辺1辺
1000000

2 3
60 80100

水の深さを□Eと
すると，
20×25×□＝6000
　　　　　□＝6000÷500
　　　　　□＝12

水の深さを□Eとすると，
20×25×□＝6000

□にあてはまる数は，

20×25×□＝6000

　　500×□＝6000

　　　　□＝6000÷500

　　　　□＝12（E）

矢印のように表を見ると，

高さを2倍，3倍，4倍，5倍にすると，

体積も2倍，3倍，4倍，5倍になるね。

つまり，体積は高さに比
ひ

例
れい

するとい

えるね。

たて 横 深さ

高さ（E）
体積（O）

1 2 3 4
20 40 60 80

5
100

4倍
5倍

3倍
2倍

4倍
5倍

3倍
2倍

12E

□E

25E
20E

6000O
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算数 第 回1

算
数

1

33.240

0.04 3.6÷0.4＝9

9B

      8 6
     43 
0.0 5 1 6

     1 6
   4 8 
 0.4 9 6

   3 9 0
 1 5 6
 1 9.5 0

      .0
 1 2 0
         0

        .0
     1 1 5
         1 5 0
         1 3 8
         0.1 2

     0.8      5.6
    
 4 9
     2 8
     2 8
     0

   7 4

犬の体重を□Bとすると，
「犬の体重の0.4倍が，ねこの体重の

3.6B」だから，□×0.4=3.6
□は，3.6÷0.4の式で求められるね。

0 8
0 1 5 0 1 2 0

1 2 0
0

.
. . .

1
⑴　　　　　　　⑵　

2 �　わる数が整数になるように，
わる数とわられる数の小数点を

同じけた数だけ右に移
うつ

して計算しよう。
⑵

7 8
× 2 5
3 9 0

1 5 6
1 9 5 0

.

.

.

0 1 6
× 3 1

1 6
4 8

0 4 9 6

.
.

.
小数点をうった後

あと

で
小数点より右のはし
の0は＼で消すよ。

0をつけたして
わり進むよ。

0を書きたして小数
点をうつよ。

…1けた

…1けた

…2けた

…2けた

…1けた

…3けた

⑶ 13を13.0と
考えて，小数
点を右に1け
た移そう。

あまりの小数点は，わられる数の
もとの小数点にそろえてうつよ。

5 6
2 3 1 3 0

1 1 5
1 5 0
1 3 8
0 1 2

.
. .

.

商の一の位に0を書いて，
小数点をうつよ。

0 （B）

0

3.6 □

0.4 （倍）1
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8
1280
0.0283

6 0 9

●この冊子の解き方はその学習範囲のなかで代表的なものを紹介しています。
●単位は国際単位系に準じた表記にしていますが，学校の指導と異なる場合は，学校の指導に合わせてください。
●「チャレンジ」では正しい図をのせるように注意していますが，印刷の関係でわずかにずれることがあります。

24 48 72
1 2 4

入れかわっていても
いいよ。

7人

できるだけ多くの子どもに分けるの

で，21と42と35の最
さい

大
だい

公
こう

約
やく

数
すう

を求

めればいいよ。

いちばん小さい数21の約数1，3，

7，21の中で，42も35もわり切る

ことができる最も大きい数7が，

21と42と35の最大公約数だね。

だから7人に分けることができるよ。

　�大きいほうの数12の倍数を小さい
ほうから順に求めると，12，24，

36，48，…。このうち8でわり切

れる最初の数24が8と12の最小公

倍数。公倍数は小さいほうから順

に24，24×2，24×3で求められ

るよ。

⑵�　小さいほうの数8の約
やく

数
すう

を全部

求めると，1，2，4，8。このう

ち12をわり切ることのできる1，

2，4が8と12の公
こう

約
やく

数
すう

だね。

公
こう

倍
ばい

数
すう

は最
さい

小
しょう

公
こう

倍
ばい

数
すう

の
倍
ばい

数
すう

になっているから，
まず最小公倍数を
求めるといいよ。

どれも等分してあまりな
く分けられるのは，人数
を表す数が21と42と35
の公約数のときだね。

⑴



1日1回～2回をめやすに取り組もう！

もくじ 国語 ・・・・・・・・・・・・・1ページ～

答え ・・・・・・・・・・・・・・33ページ～
算数 ・・・・・・・・・・・・・32ページ～

《「総復習ドリル」の使い方》
そう ふくしゅう

※お子さまにもわかりやすい解説をご用意しています。

1回分取り組み終わったら、
まるつけをしよう！

「チャレンジ6年生」編集室
◀よっしー（理科の先生）

あいちゃん▶
（算数の先生）

へん しゅう しつ

はじめまして、こんにちは！
これから「総復習ドリル」で
今まで勉強した内容をカンペキにしよう！

※「総復習ドリル」は1日1回分ずつ取り組む提案をしています。
　1回分は約20分（取り組み15分、答え合わせ5分）。お子さまの集中できる時間に
設計しています。

こやっち▶
（国語の先生）

編集長▶
へんしゅうちょう ▼はやしゅー

　（社会の先生）

おうちの
かたへ

おうちの
かたへ

１回
約20分

おうちの
かたへ

このテキストは、「チャレンジ5年生」の3月号から
２教科合わせて５回分を抜粋してお届けしています。

そう ふく しゅう
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